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令和７年10月31日 

 「相手意識 」                       校長 重 村 恭 彦   

 

し  ぶ  き 
題字：書道部 長崎県立壱岐高等学校 広報誌第240号 

 

  本年度、創立１１６年目を迎える壱岐高校は、保護者や同窓生のみならず、

地域の企業や個人の皆様から有形無形の支援をいただくことで、日々の教育

活動に取り組むことができています。本当に感謝で一杯です。しかし、このよう

な沢山の応援、激励をいただいている壱岐高校ですが、一方では、お叱りの電

話や言葉も頂戴しています。そのほとんどを、「壱岐高、頑張れ。」と激励、鼓舞

する気持ちの発露として受け止め、指摘を学校運営の改善へとフィードバックす

ることで、壱岐高校そのものがさらに発展していくものと私は捉えています。 

  しかし、頂戴する言葉を素直に受け止められないこともありました。 

  それらのうちの一つに、地域の方からのお叱りの電話がありました。電話の

内容は、本校の教育活動についての厳しく批判的なものでした。この方は、強

い口調で一方的に主張されるだけで、最初から私に反論の余地は与えないと

いう姿勢だと私には感じられました。しかしながら、その話の内容は、かなりの部分で当を得た指摘で

あったし、こうした方が良いといった参考になる提案までありました。にもかかわらず、私はそれらの指摘

や提案を素直に受け止めることができなかったのです。 

  私は、電話でのこのやり取りを通じて、自らの未熟さや度量の狭さ、力量不足といったものを痛感して

反省しつつも、一方では、たとえ正しい指摘や良い提案であっても、伝え方を間違えると本来伝えたいこ

とが伝わらない、場合によっては誤って伝わってしまう、ということの怖さを身をもって感じたのでした。 

  当たり前のことですが、コミュニケーションは一人では成立しません。必ず相手が必要です。このこと

は、野球で言うところのキャッチボールに例えることができます。相手がグラブを構えず、よそを向いて、

ボールを受ける構えが整っていないところに、「いくぞー。」と声も掛けずに、黙って、しかも相手の胸に捕

球しやすいボールを投げ込むのではなく、捕球しづらいショートバウンドのボールを投げ込んでしまえ

ば、果たしてどうなるでしょうか。相手は捕球できないばかりか、バウンドしたボールが顔面に当たり、大

怪我をするかもしれません。自分の都合だけでキャッチボールをしようとしても、成立するはずがないの

です。 

  電話をくださった方は、相手にあたる私という人間の存在を意識することなく、自分の思いを一方的

に、強い口調で投げ込んできました。どんなに正しい主張であっても、どんなに素晴らしい提案であって

も、相手を意識したコミュニケーションを図ろうとする自覚がなければ、自分の主張や考え、気持ちを相

手に伝えることはできないにも関わらず、です。“相手意識”のないコミュニケー

ションは成立しません。相手の主張や考え、気持ちに耳を傾け、心を寄せることな

く、一方的、断定的に決めつけた言葉が相手へ素直に届くはずがないからです。 

  今、高校生だけでなく、私たち大人の中にも、人間関係がストレッサー（ストレ

ス要因）となり、嫌な思い、つらい思いをしている人が少なくないと感じます。実

際、毎日気持ちの良い学校生活、日常生活を送ることが、存外簡単ではないこ

とを、私たち教員は、目の前の高校生たちから日々教えてもらっています。だから

こそ、壱岐高生にはもちろんのことですが、まずは私たち大人こそが率先垂範し

て、“相手意識”を持ったコミュニケーションを実践していきたいと思います。子ど

も社会は大人社会を映す鏡です。私たち大人の姿勢そのものが、子どもたちか

ら問われていると、日々、強く感じているところです。 

  引き続き、壱岐高校、壱岐高生をよろしくお願いします。  
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各部活動報告  

 

 

【野球部】 

第157回九州地区高等学校野球長崎大会 

(9/21) 

vs島原工業 3-0  

(9/28) 

vs瓊浦 4-5 

１年生佐世保地区大会  

(10/12)  

vs佐世保高専・西海学園連合８－１  

(10/19)  準決勝   vs清峰高校 4-3 

(10/25)  決勝    vs大崎高校 0-12 

準優勝 

※壱岐商業高校との連合チーム 

 

【陸上競技部】 

令和7年度長崎県高等学校新人体育大会

陸上競技  (9/19～21)  

男子八種競技 3位 永田直大九州大会進出 

             7位 今西駿汰 

男子100m 7位 福原悠吾 

男子200m 7位 福原悠吾 

女子800m 11位 土肥ののか 

女子1500m 17位 横山蘭  

 

第43回全九州高等学校新人陸上競技大会  

(10/10、11) 於沖縄県 

永田直大 男子八種競技 4558点 13位  

 

【ソフトボール部】 

令和7年度長崎県高等学校新人体育大会

ソフトボール競技 (9/20) 

vs佐世保商業 14-1   

vs九州文化 3-13 

 

【サッカー部】 

高校サッカー選手権大会 長崎県大会  
(10/18) 

vs精道三川台 0-7 

 

【剣道部】 

令和7年度佐世保地区高校新人体育大会 

剣道競技 (10/18) 

〈女子団体戦〉予選 

壱岐 0-1 清峰 

壱岐 0-4 佐世保北 

予選リーグ敗退 

〈女子個人戦〉 

【1回戦】 

富永  vs  西海学園 負け 

山内  vs  西海学園 負け 

松山  vs  佐世保北 負け 

〈男子個人戦〉 

【1回戦】 

竹松  vs 佐世保南  勝ち 

【2回戦】 

竹松  vs 佐世保北 負け  

【女子バスケットボール部】  

第78回全国高等学校バスケットボール選

手権大会長崎県予選会(10/18～19) 

vs長崎玉成 82-60 勝ち  

vs鎮西 17-155 負け  

 

【男子バスケットボール部】  
第78回全国高等学校バスケットボール選

手権大会長崎県予選会(10/18) 

vs長崎総科大附属 82-95 負け  

 

 

【女子卓球部】  

令和7年度長崎県高等学校新人体育大会 

卓球競技佐世保地区予選 (10/18～19) 

＜シングルス＞  

【3回戦】 

小川 vs 佐世保西  

2-3 敗退 ベスト16 

長嶋 vs 佐世保商業  

3-1 勝利 

浦川 vs 清峰 

0-3 敗退 ベスト16 

【4回戦】 

長嶋 vs 清峰 

0-3 敗退 ベスト8  

＜ダブルス＞ 

【Aパート】 

小川・長嶋 vs 清峰 

0-3 敗退 

小川・長嶋 vs 佐世保高専 

3-2 勝利  2位通過 

【Dパート】 

浦川・松井 vs 清峰 

1-3 敗退 

浦川・松井 vs 佐世保西 

3-0 勝利 

浦川・松井 vs 松浦 

3-0 勝利  2位通過 

【決勝トーナメント】 

小川・長嶋 vs 清峰 

1-3敗退 ベスト8 

浦川・松井 vs 清峰 

0-3 敗退 ベスト8  

＜学校対抗リーグ戦＞ 

壱岐 vs 佐世保商業 

3-2 勝利 

壱岐 vs 猶興館 

3-0 勝利 

壱岐 vs 佐世保西 

2-3 敗退 

壱岐 vs 清峰 

0-3 敗退   

第3位 

 

 

【男子卓球部】 
 令和7年度長崎県高等学校新人体育大会 

卓球競技佐世保地区予選会(10/18～19) 

＜ダブルス＞ 

【３回戦】 

川端・川山 0-3 佐世保工業 負け 

横山・山野 3-0 佐世保西 勝ち 

４回戦 

横山・山野 0-3 鹿町工業 負け ベスト８

県大会出場 

＜シングルス＞ 

【４回戦】 

川端 0-3 鹿町工業 負け ベスト16県大

会出場 

代表決定戦１回戦 

川山 1-3 佐世保南 負け 

小嶋 1-3 上五島 負け 

横山 3-1 佐世保南 勝ち 

代表決定戦２回戦 

横山 3-1 鹿町工業 勝ち 19位県大会出

場 

＜学校対抗戦トーナメント＞ 

【１回戦】 

壱岐 3-2 佐世保西 勝ち 

【準決勝】 

壱岐 0-3 鹿町工業 負け 

【３位決定戦】 

壱岐 3-1 佐世保南 勝ち 第３位 

 

【放送部】 
第47回九州高校放送コンテスト県北地区大

会 (10/19)  

＜アナウンス部門＞ 

優秀賞 (県大会出場) 西 真幸 

 

＜朗読部門＞ 

優秀賞 (県大会出場)中上怜美 赤木唯華 

 

【歴史・中国語コース】 
第６回九州杯青少年第２４回五星奨中国語

コンテスト (10/19) 

＜特別枠スピーチ部＞ 

チャレンジ賞  2-5 三嶋恵美  

＜一般区暗唱２部＞ 

三等賞  福島拳成、村井文汰、松井瑠花 

 

【美術部】 

令和7年度長崎県高等学校総合文化祭 

(10/２2～２) 

＜絵画部門＞ 

優秀賞  安岡美惺   

令和8年度全九州総合文化祭 

＜絵画部門＞ 

推薦 優良賞  中村瑠菜   
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 行事予定(10/31現在) 
11/21 金 期末考査(１、２年生)、スキルアップテスト(3年)  

22 土 全国高校生歴史フォーラム(～２３日奈良大学)  

23 日 【勤労感謝の日】 中国語検定(１～3年)  

24 月 【振替休日11/23】   

25 火 期末考査(１、２年)、スキルアップテスト(3年) 

26 水  

27 木 （午前：テスト返却、午後：自学）   

28 金 修学旅行結団式(2年) 

29 土 共通テストプレ(3年) 

30 日    

12/1 月 修学旅行(2年)  

2 火   

3 水          進路内定生徒保護者集会(3年) 

4 木          消費者教育（1年）  

5 金   

6 土 離島留学生三者面談(～7日）    

7 日             コース発表会   

8 月 進路講演会(3年)  

9 火 総探中間発表(1年) 

10 水    

11 木    

12 金 三者面談(3年)   

13 土 共通テストプレ(3年)   

14 日    

15 月 三者面談(１年～3年)   

16 火  

17 水  

18 木    

19 金    

20 土 県下一斉模試(１、2年)  

21 日 文化部合同発表会 

22 月    

23 火    

24 水 大掃除、終業式、受納式、学年集会 

25 木 冬季補習(１～3年)   

26 金  

２７ 土  

 10月7日に競技大会が行われました。競技は

サッカー、バレーボール、バドミントン、モルックで

した。どの競技も大勢の応援があり、非常に盛り

上がりました。閉会式では、生徒会総務委員長

より、賞状が手渡されました。 

 前期校内競技大会(10/7) 

 高大連携事業・進路講演会
(10/15) 

 長崎大学・長崎県立大学、※さんぽうの方々を

お招きし、高大連携事業と進路ガイダンスを開講

しました。高大連携事業においては、生徒は自分

の興味・関心がある講座を受講し、大学の学び

を体験しました。 

 進路ガイダンスでは、林 美和 先生を講師とし

て招聘し、志望理由の書き方について学びまし

た。 

※さんぽう：進学や就職に関する支援を行う会社 
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  東アジア歴史･         コース 中国語 

  論文検証ツアー第２回島内巡検（１・２年生合同）  

   （９/１０）:埋蔵文化財センターの方と共に 

   歴史学入門で島内巡検（１０/1） 
  今回は、勝本町の「聖母宮（しょうもぐ

う）」・「勝本城」・「新城神社」・「文永の役

新城古戦場」を訪れました。 

奈良大学歴史フォーラムに提出した論文の内容

を、宮野幸一さんがコース生に説明しています。 

生池城への道中 

生池城（障子堀）の構造の説明

 

馬蹄石に触れてみました 聖母宮（西門にて） 

虎口（こぐち）の大き

さをからだでアピール！ 

新城神社には、平景隆が

祀られています。 

 原の辻古代米刈り入れ祭に参加（１０/１１） 
 弥生時代の石器である石包丁を使って、王都  

    米を収穫しました。稲穂１本ずつ丁寧に拾う姿が 

    ありました。１１月２２日の収穫祭が楽しみです。 
     主催：NPO法人一支国研究会 

     共催：県埋蔵文化財センター 

 

中国のランタン祭りをイメージし、願い事製作 
中国のランタン祭りは、旧正月の期間中に行われる 

  伝統的なお祭りで、家族の団らんや幸福を象徴する 

  ものです。中国語専攻生が、夏先生と 

  共に蓮の花に思いを馳せました。 
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～メニュー～ 

かじめのお味噌汁 

ひじきの油炒め 

クウシンサイの胡麻和え 

ゆで卵 ・ 揚げ豆腐  

納豆 

【１年生の声】毎日、栄養のあるおいしいご飯を食べ

られて幸せです。毎日の食事が日々の楽しみです。   

～いよいよ１年間の集大成の論文検証～ 

   第６回九州杯青少年第２４回五星奨  

   中国語コンテスト（１０/19） 

《特別枠スピーチ部》 

［チャレンジ賞］ 

    2-５ 三嶋恵美 

《一般区暗唱２部》 

 [3等賞] 

    １－５ 福島拳成 

    １－５ 村井文汰 

    １－５ 松井瑠花 

＊ ４人共、身振り手振

りを交えて、情感を込め

ながら出しきりました。

スピーチ終了後は互い

を労り合い、絆も深まっ

たようです。一つの大き

な行事を終え、一回り

成長している姿が目の

前にあります。 

～お詫びと訂正～ 第２３９号（令和７年９月３０日発行）の４ページ②「県埋蔵文化財センターの村上先生より」と表現し

ましたが、村上先生は、愛媛大学法文学部所属の教授です。お詫びして訂正します。 

 あるしま親さんの朝食！！ 

四字熟語を書いてみました。

⇒長崎県の史跡にも

なっている、文永の

役新城古戦場を見
学しました。 


